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本本本本ガイドガイドガイドガイドについてについてについてについて 

Getting Started ガイドは、このソフトウェアを初めてお使いになるユーザおよ

び GENESYS の最新バージョンにアップグレードされたユーザのためのガイド

です。このガイドは次の章から成ります： 

• 1 章 -「GENESYS を使い始める」GENESYS 作業環境の概要を説明します。 

• 2 章 -「GENESYS の操作」GENESYS でよく使われるいくつかの機能の使

い方について説明します。 

• 3 章 -「GENESYS のデザインフローへの統合」お客様のデザイン環境に 
GENESYS を統合する方法を手順ごとに説明します。 

このガイドをお読みになったら、別冊の GENESYS マニュアルをご覧になり、

GENESYS の全機能についての情報と説明もご参照ください。 
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第 1 章： GENESYS をををを使使使使いいいい始始始始めるめるめるめる  

この章では  GENESYS デザイン環境の簡単な概要を提供します。また、

GENESYS における 2 つの主要なツールである[パーツセレクタ (Part Selector)] 
と [ワークスペース ツリー (Workspace Tree)] について説明します。 

プログラムを開き、表示されるウィンドウで OK ボタンをクリックして、

GENESYS をスタートします。 

 
経験のあるユーザの方でも、[新規ユーザ (New Users)] セクションにあるビデオの

いくつかをご覧になると役に立つかと思います。短く要領を得たビデオです。  

OK をクリックして [スタートページ (Start Page)] を表示します。ここから 
GENESYS の機能の多くにアクセスすることができます。ワークスペースをエ

ディットし始めると、上のボックスに追加されていきます。新らたにエディッ

トする場合、テンプレートを用いて行ったり、回路合成ツールを活用したり、

用意された数多くのサンプルを用いて行うなど、色々な方法があります。  

3 



Getting Started 

 
 
[スタートページ (Start Page)] ボタン （メインツールバーの最初のボタン）

をクリックして、このダイアログを開いてください。  
 

GENESYS デザインデザインデザインデザイン環境環境環境環境のののの紹介紹介紹介紹介 
GENESYS デザイン環境は、メニュー、ウィンドウ、ツールバーおよび標準的

な編集オプションから成ります。他のプログラムと簡単に統合することができ、

同時に複数のプロジェクト、スケマティックおよびシミュレーションを表示す

ることができます。 

その環境は大変柔軟性があり、次のようです... 
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GENESYS をををを使使使使いいいい始始始始めるめるめるめる  

または次のようです... 

 
デフォルトでは 2 番目の環境を表示します。環境にはどのようなものがあり、

外観がどのようなものか確認してください。x（または Windows のボックス）

をクリックすると、簡単にウィンドウを閉じることができます。デフォルトの 
GENESYS デザイン環境は次のものから成ります： 

• [GENESYS メニューメニューメニューメニュー (GENESYS Menu)] - GENESYS で使われているすべ

てのコマンドがあります。 

• [ツールバーツールバーツールバーツールバー (Toolbars)] - 頻繁に使われるコマンドのショートカット用の

ボタンがあります。  

• [ワークスペースワークスペースワークスペースワークスペース ツリーツリーツリーツリー (Workspace Tree)] - お客様のプロジェクトの項目

の階層リストを表示します。  

• [パーツセレクタパーツセレクタパーツセレクタパーツセレクタ (Part Selector)] - A と B には特定のライブラリにある電気

部品を一覧表示します。  

• [チューンウィンドウチューンウィンドウチューンウィンドウチューンウィンドウ (Tune Window)] - デザイン中の回路の変数を調製す

るための設定があります。 

• [デザインセレクタデザインセレクタデザインセレクタデザインセレクタ (Design Selector)] - 特定のライブラリにあるすべての

デザインをリストします。 

• [エラーウィンドウエラーウィンドウエラーウィンドウエラーウィンドウ (Error Window)] - エラーまたは警告に関する情報を表

示します。  

• [ステータスバーステータスバーステータスバーステータスバー (Status Bar)] - GENESYS ウィンドウの下環境の現状情報

を表示します。 

• [ウィンドウズウィンドウズウィンドウズウィンドウズ (Windows)] - 実際の作業が行われるところで、グレーのワ

ークプレースエリア内にあります。 
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Getting Started 

グレーのエリアの中が GENESYS ワークスペース表示で、ウィンドウの中に 
[スケマティック (Schematics)]、[レイアウト (Layouts)]、[メモ (Notes)]、[数式 
(Equations)]、[データ (Data)] などが表示されます。 

ドッキングウィンドウドッキングウィンドウドッキングウィンドウドッキングウィンドウをををを表示表示表示表示またはまたはまたはまたは非表示非表示非表示非表示するにはするにはするにはするには：：：： 
• GENESYS メニューの [表示表示表示表示 (View)] をクリックして、[ドッキングウィン

ドウズ (Docking Windows)] メニューからウィンドウの名前を選択するか、

ドッカーを非表示するには、右上の x をクリックします。 

ワークスペースワークスペースワークスペースワークスペース ツリーツリーツリーツリー (Workspace Tree) のののの使使使使いいいい方方方方 
GENESYS ワークスペース ツリーはプロジェクト中の項目の階層リストを表示し、

その中にはデザイン、解析、データセットやグラフなどがあります。これを使っ

て項目を追加、削除または名前の変更ができます。項目を利用するには、項目を

右クリックし、メニューから選択するか、項目をクリックしてハイライトし、次

に下記に示されているアイテムメニューボタンをクリックします。 

  
  ワークスペース ツリーを使って、次のタスクを行うことができます。 

このこのこのこの ボタンボタンボタンボタン

ををををクリッククリッククリッククリック 
できることできることできることできること 

 解析、デザインまたはグラフなどの新しい項目を追加する。

または、ライブラリからの項目を追加。 

 現在選択されている項目を開く。 

 現在選択されている項目のプロパティウィンドウを開く。 

 現在選択されている項目のメニューをプルダウンする。 

 オンライン [ヘルプ (Help)] にアクセスする。 

6 



GENESYS をををを使使使使いいいい始始始始めるめるめるめる  

[ワークスペースワークスペースワークスペースワークスペース ツリーツリーツリーツリー (Workspace Tree)] にににに項目項目項目項目をををを追加追加追加追加するにはするにはするにはするには：：：： 

1. [ニューアイテム (New Item)] ボタン(  ) をクリックして、[ライブラリか

ら… (From Library...)] を選択するか、ワークスペースに追加したい項目を

選択します。 

• [ライブラリライブラリライブラリライブラリからからからから… (From Library...)] は（基板などの）あらかじめ作

成されている多くのワークスペース アイテムにアクセスを可能にし、

同時に、ご自分のカスタム化されたオブジェクト ライブラリにアクセ

スすることを可能にします。 

1. [ライブラリ タイプ (Library Type)] を選択します。 

2. [現在のライブラリ (Current Library)] を選択します。 

3. 項目をダブルクリックして、ワークスペースに追加します（ま

たは X ボタンをクリックしてキャンセルします。） 

• [アイテムアイテムアイテムアイテムをををを追加追加追加追加 (Add Item)] はワークスペースに新しく作成された項

目を挿入します。 

1. [ネームボックス (Name box)] に名前を入力します。  

2. 必要に応じて [説明 (Description)] ボックスに説明文を入力します。 

3. その他必要なパラメータをプロパティウィンドウに入力します。 

4. OK をクリックします。 

[ワークスペースワークスペースワークスペースワークスペース ツリーツリーツリーツリー (Workspace Tree)] からからからから項目項目項目項目をををを削除削除削除削除するにはするにはするにはするには：：：： 

1. 削除したい項目を右クリックし、メニューから [削除削除削除削除 (Delete)] を選択します。 

2. [はいはいはいはい (Yes)] をクリックします。 

[ワークスペースワークスペースワークスペースワークスペース ツリーツリーツリーツリー (Workspace Tree)] のののの項項項項目目目目のののの名前名前名前名前をををを変更変更変更変更するにはするにはするにはするには：：：： 

1. 名前を変更したい項目を右クリックし、メニューから  [名前名前名前名前をををを変更変更変更変更 
(Rename)] を選択します。 

2. 現在の名前を削除し、ボックスに新しい名前を入力します。 

3. OK をクリックします。 

またはゆっくりとダブルクリックし、入力してからどこか他の場所をク

リックします。 

項目項目項目項目ををををライブラリライブラリライブラリライブラリににににコピーコピーコピーコピーするにはするにはするにはするには：：：： 

1. 項目を右クリックし、[コピー先 (Copy To)] サブメニューを選択します。

コピー先のライブラリを選択するか、[新規ライブラリ (New Library)] を使

って、新しいライブラリを作成します。 
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Getting Started 

パーツセレクタパーツセレクタパーツセレクタパーツセレクタ (Part Selector) のののの使使使使いいいい方方方方 
[パーツセレクタ (Part Selector)] は、デザインにパーツを追加するためのツール

バーです。現在選択されているライブラリからパーツのリストを表示します。

Eagleware はデフォルトのライブラリです。現在のライブラリからパーツのサ

ブセットを表示するには、[カテゴリ (Category)] および [フィルタ (Filter by)] 機
能を使用します。パーツを選択すると、パーツリストの下の情報ウィンドウに

詳細が表示されます。 

GENESYS には 2 つのパーツセレクタ、A と B があります。デフォルトは [セ
レクタ A (Selector A)] ですが、同時に両方のパーツセレクタを表示することが

できます。これにより 2 つのライブラリで作業したり、パーツライブラリをカ

スタム化することができます。 

 
[パーツセレクタ (Part Selector)] ツールバーを使って、次のタスクを行うことが

できます。 
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GENESYS をををを使使使使いいいい始始始始めるめるめるめる  

 
このこのこのこのボタンボタンボタンボタンををををクククク

リックリックリックリック

できることできることできることできること

 現在選択されているパーツの参照情報を入手。 

 [パーツセレクタ (Part Selector)] ウィンドウでパーツが表

示される方法を変更するためのオプションを選択。 

 異なるパーツライブラリを選択。プルダウンメニューか

らライブラリを選択、または [ライブラリ マネージャ 
(Library Manager)] を選択して、リストに新しいライブラ

リを追加 / インポートする。 

 オンライン [ヘルプ (Help)] にアクセスする。 

パーツパーツパーツパーツをををを配置配置配置配置するにはするにはするにはするには：：：： 

1. [パーツセレクタ (Part Selector)] リストのパーツをクリックします。情

報ウィンドウに表示されるパーツ詳細をご覧ください。 

2. [スケマティック (Schematic)] 上でマウスをクリックして、パーツを配

置します。 

パーツパーツパーツパーツ ライブラリライブラリライブラリライブラリののののサブセットサブセットサブセットサブセットをををを表示表示表示表示するにはするにはするにはするには：：：： 

• [カテゴリリスト (Category List)] から表示するパーツのサブセットを選

択します。 

注注注注：：：：[全カテゴリ (All category)] は選択したライブラリで利用できるすべ

てのパーツを表示します。 

パーツパーツパーツパーツ ライブラリライブラリライブラリライブラリをををを変更変更変更変更するにはするにはするにはするには：：：： 

• [ライブラリ マネージャ (Library Manager)] ボタン (  ) をクリックし、ラ

イブラリ名を選択し、そのライブラリのすべてのパーツを表示します。 

パーツパーツパーツパーツ ライブラリライブラリライブラリライブラリをををを追加追加追加追加するにはするにはするにはするには：：：： 

• [ライブラリ マネージャ (Library Manager)] ボタン (  ) をクリックして、

[ライブラリ マネージャ (Library Manager)] を選択し、既存のライブラリ

に追加するためのダイアログを表示します。 

特定特定特定特定ののののパーツパーツパーツパーツをををを検索検索検索検索するにはするにはするにはするには：：：： 

1. [フィルタ (Filter By)] ボックスに希望のパーツを検索するためのテキス

トを入力します。例えば cap と入力すると、capacitors（キャパシタ）

やそのテキストを含む名前や説明が検索されます。 

2. [移動  (Go)] ボタン  (  ) をクリックして、 [パーツセレクタ  (Part 
Selector)] ウィンドウにパーツを表示します。 
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Getting Started 

パーツパーツパーツパーツををををライブラリライブラリライブラリライブラリににににコピーコピーコピーコピーするにはするにはするにはするには：：：： 

• コピーしたい部分を右クリックし、次に [コピー先 (Copy To)] メニュー

からライブラリ名を選択します。パーツのコピーが自動的に新しいラ

イブラリに配置されます。 

表示表示表示表示されるされるされるされる列列列列をををを変更変更変更変更するにはするにはするにはするには：：：： 

• 列の見出しを右クリックし、表示したい列をオンまたはオフにします。

その列で並べ替えを行うには、列の見出しをクリックします。 

セレクタセレクタセレクタセレクタががががパーツパーツパーツパーツをををを表示表示表示表示するするするする方法方法方法方法をををを変更変更変更変更するにはするにはするにはするには：：：： 

• セレクタの白いエリアを右クリックし、[表示 (View)] サブメニューか

ら選択します。 

GENESYS ウィンドウウィンドウウィンドウウィンドウ 
GENESYS を実行し、ワークスペースを読み込み、それぞれの GENESYS アイ

テムに対するウィンドウおよび、それぞれのアイテムのタイプのツールをご覧

ください。下記の図には 3 つのウィンドウ、グラフ、スケマティックを示すデ

ザイン、およびメモがあります。 

 
それぞれのウィンドウをクリックすると、そのウィンドウのツールバーが表示

され、他のウィンドウのツールバーが消えます。ツールバーは GENESYS のど

こへでも移動またはドッキングすることができます。バーの左をグラブする

（ドッキングされている場合）またはタイトルバーをグラブします（フロート

している場合）。スケマティックはアクティブです（このスケマティックでは
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GENESYS をををを使使使使いいいい始始始始めるめるめるめる  

タイトルバーがダークブルー）。上部右にあるツールバーがスケマティックツ

ールバーで、メインツールバーは左にあります。 

ウィンドウのサイズを変更あるいは最大にすると、内容もウィンドウのサイズに

合わせて拡大（または縮小）します。[メモ (Notes)] は再フォーマットされます。

グラフはフルページで印刷され、スケマティックは定義された物理サイズで印刷

されます（ページが紙面に収容し切れない場合は、縮小する必要がある）。 

デザインウィンドウでは複数のウィンドウを同時に表示することができます。

そのため一つのウィンドウでパーツリスト、もう一つのウィンドウでスケマテ

ィック、そして三つ目のウィンドウでレイアウトを見ることができます。デザ

インがアクティブな時に、[ウィンドウ (Window)] メニュー [新しいウィンドウ 
(New Window)] オプションを選択し、複数のウィンドウを開くことができます。 
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第 2 章： GENESYS のののの使使使使いいいい方方方方 

この章では簡単な手動手順を段階を踏んで説明し、スケマティックの作図、回

路の作成、その解析、そして性能を検証し、レイアウトを作成することを行い

ます。また変数のチューニングおよびパラメータスイープの実行についても説

明します。  

この章はページを追ってお読みになることをお奨めします。 

詳細はユーザーズガイドをご覧ください。 

デザインデザインデザインデザインのののの作成作成作成作成 
GENESYS では、電気回路を完全に定義する関連設定項目の集まりを「デザイ

ン」と呼んでいます。デザインにはパーツリストがあり、これはパーツが追加

されるたびに自動的にアップデートされます。デザインにはスケマティック、

レイアウトやメモなど、他の項目も含まれます。  

パーツリスト、スケマティック、そしてレイアウトは、回路を作成、修正そし

て表示するためのツールを提供します。スケマティックはデザインを作成する

際、最もよく使われるツールです。[デザイン (Design)] ウィンドウの下にある

タブに、すべてのデザイン項目の名前が表示されています。  

下記の図は、パーツリスト、スケマティックそしてメモがあるデザインを示し

ます。 

 

13 



Getting Started 

スケマティックスケマティックスケマティックスケマティックをををを使用使用使用使用してしてしてしてデザインデザインデザインデザインをををを作成作成作成作成するにはするにはするにはするには：：：：  

1. [ワークスペース ツリー (Workspace Tree)] の [デザイン (Designs)] フォルダ

を選択します。[ワークスペース ツリー (Workspace Tree)] ツールバーの [ニ
ューアイテム  (New Item)] ボタン  (  ) をクリックして、 [デザイン 
(Designs)] メニューから [デザインデザインデザインデザイン/スケマティックスケマティックスケマティックスケマティック使用使用使用使用... (Designs/with a 
Schematic...)] を選択します。注注注注：間違ったフォルダに新しいデザインを

作成してしまった場合、[デザイン (Designs)] フォルダにそれをドラッグし

ます。 

2. 必要に応じて、デザイン名を変更し、そのデザインについての簡単な説

明を追加します。OK をクリックします。注注注注：ワークスペースにデフォル

トデザインである "Sch1" がある場合、ワークスペース ツリーにある名前

を右クリックして、削除します。 

3. スクリーンは次のようになります： 

 
4. トップのメインツールバーの直ぐ下のタイトルバーが一番上にくるまで

クリックします。 

5. [表示 (View)] メニューから [ドッキングウィンドウズ / パーツセレクタ A 
(Docking Windows / Part Selector A)]  を選択して、[パーツセレクタ A (Part 
Selector A)] を開きます。これを右に移します。次にズーム（拡大）ツール

をクリックして、スクリーン上で長方形をドラッグして、スケマティッ

クの一部をズームインします。別の方法：Ctrl+Shift+A でパーツセレク
タ A を開くと、マウスホイール ローテートによりズームインの指定が行
えます。 
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GENESYS のののの使使使使いいいい方方方方 

スクリーンは次のようになります。 

  
6. パーツセレクタで [カテゴリ (Category)] を [ベーシック (Basic)] に変更し、

[入力 (Input)] (AC Pow) ポートをクリックします。スケマティックの左側

のどこかをクリックし、挿入します。 

 スクリーンは次のようになります。 

  
7. R と入力し（キーボードによる）、ポートのピンクのドットをクリック

します。これにより抵抗 (R) が配置されます。C と入力し（キーボードに

よる）、ピンクのドットをクリックします。これによりキャパシタ (C) が
配置されます。最後に、[スケマティック (Schematic)] ツールバーのベーシ

ックツールバーボタンをクリックし、ベーシックツールバーの出力ポー

トアイコンをクリックし、次にキャパシタのピンクのドットをクリック

します。注注注注：Q が付いたキャパシタを配置するには：キャパシタをダブ
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ルクリックし、[ジェネラル (General)] タブをクリックし、[モデル変更 
(Change Model)] を押してから CAPQ を選択します。 

 スクリーンは次のようになります。 

  
8. R および C の値が赤であるのは、それらの値に対して有効値が入力され

ていないことを示します。後ほどデフォルト値を使って、ご自身のカス

タム化されたパーツを作成する方法を学びます。今の時点では、各パー

ツをダブルクリックして、R には 50Ω、C には 1000 pF のパラメータを入

力します。次のダイアログが表示されます。[値 (value)] フィールドをクリ

ックして、値を入力します。 
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GENESYS のののの使使使使いいいい方方方方 

9. スケマティックは次のようになります。 

 
10. このデザインの他の表示を見るには、[パーツリストタブ (PartList Tab)] を

クリックします（デザインウィンドの下）。見出しバー（[名前 (Name) | 
説明 (Description)] と書いてあるところ）を右クリックして表示してモデ

ルとシンボル表示を有効にし、次にドロップダウンメニューにある [モデ

ルとシンボル (Model and Symbol)] エントリをチェックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
11. このデザインに [メモ (Note)] を追加するには、[パーツリスト (PartList)] タブ

を右クリックし、[メモを追加 (Add Note)] を選択します。次に以下のように

見える何かをそこに入力または貼り付けます。同様にローカルデザイン数

式およびレイアウトをこのデザインに追加することができます。 
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Getting Started 

 

 
 

12. [スケマティック (Schematic)] タブをクリックして、スケマティックに戻り

ます。 

解析解析解析解析のののの追加追加追加追加 
回路はさまざまな異なる方法で解析することができます。回路をシミュレート

する際、解析の設定によりシミュレーションがどのように実行されるかが決ま

ります。GENESYS 2005 のののの新機能新機能新機能新機能：：：：解析の設定はシミュレーションデータと

ともにファイルが作成されます。解析を「自動的に再計算  (Automatically 
Recalculate)」に設定すると、設計に変更を加えるたびに、グラフまたはテーブ

ルをクリックするだけでシミュレーションの実行がなされます。 

GENESYS には次の解析エンジンがあります： 

• CAYENNE（（（（トランジェントトランジェントトランジェントトランジェント））））– タイム ドメイン方式（SPICE のよう

な）を使って、回路のレスポンス解析を行います。 

• DC 解析解析解析解析 – 回路の DC 特性を評価します。 

• EMPOWER（（（（電磁電磁電磁電磁））））– 電磁界解析を用いてモデル化したレイアウトに対

して、線形解析を行います。 

• HARBEC（（（（ハーモニックハーモニックハーモニックハーモニック バランスバランスバランスバランス））））– 優れた周波数分解能で非線形回路

およびオシレータの定常状態の性能を解析します。 

• 線形線形線形線形 –  指定したポートをベースに、回路の S パラメータ およびノイズパ

ラメータなどを計算します。 

• SPECTRASYS（（（（システムアーキテクチャシステムアーキテクチャシステムアーキテクチャシステムアーキテクチャ解析解析解析解析））））– システム全体に対しシ

ステム ブロック レベルの非線形解析を行い、システムレベルの要件がす

べて満たされているかどうか判断します。また、問題検出の為の解析を行

います。 

• TESTLINK – 計器からデータをインポートし、テストしているネットワー

クを開発するために使われているモデルとの測定比較を行います。 
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GENESYS のののの使使使使いいいい方方方方 

線形解析線形解析線形解析線形解析のののの追加追加追加追加: 
1. [ワークスペース ツリー (Workspace Tree)] ツールバー上の [ニューアイテム 

(New Item)] ボタン (  ) をクリックし、[解析 (Analyses)] メニューから [線
形解析の追加 (Add Linear Analysis)] を選択します。 

2. 解析プロパティを定義し OK をクリックします。ここでは 101 ポイントの

線形スイープを使って .1 から 10 MHz までスイープを行います。データセ

ット名は空白で、デフォルトの Linear1_Data となります。注注注注：チュートリ

アルを開いたときに、ワークスペースが空欄になっている場合は、デザイ

ン名 "Design1" を入力する必要があります。 

 
 

3. OK または [今すぐ計算 (Calculate Now)] をクリックすると、解析が始まり、

データセットを作成します。スクリーンは次のようになります。

Linear1_Data と言う名前の新しいデータセットと、Linear1 解析があります。 
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Getting Started 

 
4. スクリーンをすっきりさせるためには、ワークスペース ツリーの白いエ

リアを右クリックして、[長いエントリの表示 (Show Long Entries)] の選択を

解除します。 

トランジェントトランジェントトランジェントトランジェント解析解析解析解析のののの追加追加追加追加: 
1. [ワークスペース ツリー (Workspace Tree)] ツールバー上の [ニューアイテム 

(New Item)] ボタン (  ) をクリックし、[解析 (Analyses)] メニューから [ト
ランジェント解析の追加 (Add Transient Analysis)] を選択します。 

2. 解析プロパティを定義し OK をクリックします。最初に [初期設定 (Factory 
Defaults)] をクリックし、すべてのタブのエントリをリセットします。 次
に 2 us のストップタイム（1 MHz において 2 サイクル）、10 ns の最大ス

テップサイズの入力、[ゼロボルトを使用 (Use Zero Voltages)] をチェックし、

[最高精度周波数 (Most Accurate Frequency)] の 1 MHz にします。注注注注： [最高

精度周波数 (Most Accurate Frequency)] および [ゼロボルトを使用 (Use Zero 
Voltages)] はこの回路に影響を与えません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
ここにおいても、データセット名が空欄の場合は、データセット名として 
Transient1_Data を使います。 

3. OK または [今すぐ計算 (Calculate Now)] をクリックします。 
 

20 



GENESYS のののの使使使使いいいい方方方方 

データセットデータセットデータセットデータセットのののの検証検証検証検証 
データセットはデータテーブルが入ったコンテナで、通常はシミュレーション

の結果も含まれています。データセットを開いて、データセットのデータを検

証します（ダブルクリックする）。  

Linear1_Data を開いて、左にある S パラメータをクリックし、表示します（テ

キストサマリを見るには、ウィンドウの下にある右ディバイダをドラッグして、

少し上に上げる）： 

 
上記の表示では、左欄にすべての結果の値があります（周波数または独立変数

である F も含む）。右欄は左欄で指定したデータを表示します。左上のボック

スは測定単位です（下に向かって MHz、値は dB）。右下の欄（通常は閉まっ

ている）は変数情報の要約を表示します。 

シミュレーション結果以外に、データセットには数式があり、回路の性能解析

および診断に活用できます。 

1. 変数を追加します（左の白いエリアを右クリックし、[新しい変数を追

加... (Add New Variable...)] を選択します）。 

2. 公式に ang(S[2,1]) を入力し、OK をクリックします。 
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Getting Started 

 

 

3. 結果は以下のようになります。 

 

   

グラフグラフグラフグラフのののの作作作作成成成成 
グラフはデータセットや数式からのデータを表示します。通常は設計解析から

得られた測定データに基づいています。GENESYS には数種類のグラフがあり、

その中には 2 次元グラフ、3 次元グラフ、アンテナ プロット、ポーラーチャー

トおよびスミス チャートがあります。 
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データセットデータセットデータセットデータセットまたはまたはまたはまたはスケマティックスケマティックスケマティックスケマティックからからからからグラフグラフグラフグラフをををを簡単簡単簡単簡単にににに作成作成作成作成するにはするにはするにはするには：：：：  
1. 次の方法の一つを介して、[インスタグラフ (Instagraph)] 機能を使います。 

• データセットの変数を右クリックし、[グラフグラフグラフグラフ (Graph)] を選択

し、グラフタイプを選択します。 

• スケマティックのポートまたはノードを右クリックし、[新規新規新規新規

ののののグラフグラフグラフグラフ / テーブルテーブルテーブルテーブルのののの追加追加追加追加 (Add New Graph / Table)] を選択

し、プロットする測定値を選択します。 

グラフグラフグラフグラフをををを手動手動手動手動でででで作成作成作成作成するにはするにはするにはするには：：：： 
1. [ワークスペース ツリー (Workspace Tree)] ツールバーの [ニューアイテ

ム (New Item)] ボタン (  ) をクリックし、[グラフグラフグラフグラフ (Graph)] を選択し、

グラフタイプを選択します。 

2. 必要に応じて、グラフ名を変更し、タイトルを追加するか、グラフに

ついてのコメントを追加します。   

3. [グラフグラフグラフグラフ プロパティプロパティプロパティプロパティ (Graph Properties)] タブに切り替え、データセッ

トを選択し、[測定測定測定測定ウィザードウィザードウィザードウィザード (Measurement Wizard)] を使うか、S[2,1] 
のような簡単な測定値を入力します。 

4. OK をクリックします。 

変数変数変数変数ののののチューニングチューニングチューニングチューニング 
GENESYS では変数を動的にチューニングすることが可能で、回路が要件を満

たしているかどうか判断できます。特定の変数に対して異なる値を入力して、

同時にグラフでのレスポンスを表示することによって行います。必要なレスポ

ンスが出るまで、値を調整し、グラフを表示してください。 

スクリーンを調整し、次のようにします。 

 



Getting Started 

• C1.C ををををチューニングチューニングチューニングチューニング可能可能可能可能にするにするにするにする 

C1 の値をチューニング可能にする方法はいくつかあります。 

A. C1 をダブルクリックして、[チューニング (Tune)] チェックボックス

の値をクリックします。 

B. C1 をクリックして選択し、[スケマティック (Schematic)] メニューか

ら  [コンポーネントをチューニング可能にする  (Make Components 
Tunable)] を選択します。 

C. [チューニング ウィンドウ (Tune Window)] で [アイテム メニュー (Item 
Menu)] ボタンをクリックし、[変数を選択 (Select Variables)] を選択し

ます。C1.C をオンにします。 

C1 がチューニング可能になると、C=1000 pf ラインは緑がかった青色に変わり、

[チューニング ウィンドウ (Tune Window)] には C1.C エントリが表示されます。

スケマティックが変わったので、すべての解析は赤色に変わります。 

 

• 線形解析線形解析線形解析線形解析だけをだけをだけをだけを計算計算計算計算するするするする 

下図に見られるように、[解析 (Analysis)] および [グラフ (Graph)] ドロップダウ

ン ボタンをクリックして、[チューニング ウィンドウ (Tuning Window)] で [線形

解析 (Linear Analysis)] および S21 グラフだけを有効にします。 
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GENESYS のののの使使使使いいいい方方方方 

• C1.C 値値値値ををををチューニングチューニングチューニングチューニングするするするする 

最後に 1000 と表示されているグリッド ボックスをクリックして、C1.C 値をチ

ューニングしてから、次のいずれかを行います。 

A. マウスホイールを回転して、上下にチューニングする 

B. グリッド ボックスの上下の矢印キーをクリックして、上下に調整する 

C. 新しい値を入力して、「入力」を押す 

新しい C 値である 1500 を入力して「入力」を押すと、次の表示になります。

濃い赤色は元の解析結果である S21 です。明るい赤色は、新しくチューニン

グされた解析結果です。グラフの範囲が 0...10 に変更され、多少読みやすくな

っています。 

 

• ワークスペースワークスペースワークスペースワークスペースをををを保存保存保存保存するするするする 

これは是非お勧めします。ワークスペースを保存すると、何をチューニング

していて、チューニングしている際に何が実行されていたかわかります。保

存するには、保存ボタン（メインツールバーのディスクアイコン）をクリッ

クします。 
 

[パラメータパラメータパラメータパラメータ スイープスイープスイープスイープ (Parameter Sweep)] をををを実行実行実行実行するするするする 
パラメータ スイープを行うと、パラメータ値のセットに対して、レスポンス

セットが出ます。任意のチューニングされた値に対して、パラメータスイープ

を行うことができます。  
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パラメータパラメータパラメータパラメータ スイープスイープスイープスイープのののの作成作成作成作成：：：： 

1. [ワークスペース ツリー (Workspace Tree)] ツールバー上の [ニューアイ

テム (New Item)] ボタン (  ) をクリックし、[評価 (Evaluations)] メニュ

ーから [スイープスイープスイープスイープのののの追加追加追加追加 (Add Sweep)] を選択します。 

2. 次のようなスイープ プロパティ ボックスが表示されます。 

 
3. デフォルトでは、スイープ設定は最後に作成したスイープ設定と同じ

になります。スイープのデフォルトパラメータは、リストの最初にあ

るものです。ここにおけるパラメータは [デザイン (Designs)] フォルダ

にあり、デザイン名は Design1、パーツ名が C1 のパラメータ C です。 
 
リストには、チューニングされたパラメータ（または数式の変数）が

すべてあります。上記の設定を使い、次に [今すぐ計算 (Calculate Now)] 
をクリックして、スイープを計算します。 

4. Sweep1_Data データセットができました。 

5. S21 グラフをダブルクリックして、[デフォルトデータセットまたは数式 
(Default Dataset or Equations)] を Sweep1_Data に変更し、スイープしたデー

タに対して S21 をプロットします。[シンボル (Symbols)] ボタン（[グラフ 
(Graph)] ツールバーの最後のボタン）をクリックして、シンボルをオフ

にします。次のようなレンジのトレースが表示されます。  
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GENESYS のののの使使使使いいいい方方方方 

 
ここではマウスは濃い緑色のトレースのドットの上にあり、ポップア

ップでトレースと値が確認できます。 

200 pF レンジを表示するには、グラフ ラインに 

6. S[C1_C_Swp_F@200,2,1] の式を入力します。スイープされた  C 値は 
Sweep1_Data セットにあり、名前は C1_C_Swp_F（F 上にスイープされた 
C1.C）となっています。  

7. グラフは次のようになります。 
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レイアウトレイアウトレイアウトレイアウトのののの作成作成作成作成 
レイアウトとは、基板上のパーツの物理的配置のことです。基板メーカーに送

る、あるいは EMPOWER または Sonnet を通して電磁界のシミュレーションを

行うために使う、基板の説明書を作成します。また、Gerber、DXF および 
GDSII などの業界標準フォーマットで加工あるいはエッチングするためにレイ

アウトをエキスポートすることができます。レイアウトはスケマティックから、

あるいは白紙の状態から、あるいはファイルからインポートしたアートワーク

に基づいて作成することができます。 

現行のデザインにレイアウトを追加することができます。  

 

レイアウトレイアウトレイアウトレイアウトのののの作成作成作成作成：：：： 
1. デザインの下にある[スケマティック (Schematic)] タブを右クリックし、

[レイアウトレイアウトレイアウトレイアウトをををを追加追加追加追加 (Add Layout)] を選択します。または：[ワークスペー
ス ツリー (Workspace Tree)] のデザインを右クリックし、[レイアウトレイアウトレイアウトレイアウトをををを追追追追
加加加加 (Add Layout)] を選択します。 

2. レイアウトは自動的に作成され、デザインに追加されます。 
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3. 注注注注：：：：スケマティックまたはパーツリストをエディットし、パーツを追加

または削除すると、これらの変更はレイアウトに反映されます。 
注注注注：：：：レイアウトは 2 つ以上のデザインと関連付けすることができます。

レイアウトプロパティをチェックし、正しいデザインを使用しているこ

とを確認してください。 
 

• 高度高度高度高度ななななテクニックテクニックテクニックテクニック - 複数複数複数複数ウィンドウウィンドウウィンドウウィンドウ 

メニューから [ウィンドウ / 新しいウィンドウ (Window / New Window)] を選択

し、スケマティックのサイズおよびスケールを変更します（ヒント：パーツ
を最大化するためには  Ctrl+Home を使用 ）、次のようになります  .. 
 
 

 
注注注注：一つのウィンドウで行われた編集内容は、クリックされたときのみに他

のウィンドウに反映されます（これにより処理に使われるオーバーヘッドを

削減）。 
 

ササササンプルンプルンプルンプルのののの使使使使いいいい方方方方 
GENESYS は機能の使い方を示す多くのサンプルを用意しています。  

サンプルは通常スケマティックがあり、メモ、レイアウトまたはその他の項目

が含まれていることがあります。スケマティックおよびレイアウトを検討する

ことができますが、これを保存してお客様のデザインでお使いになることもで

きます。サンプルの詳細および使い方については、特定のサンプルのメモを参

照してください。 
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下記の図は [エッジカップラ (Edge Coupler)] のサンプルを示します。 

 

サンプルサンプルサンプルサンプルをををを開開開開くにはくにはくにはくには：：：： 

1. メイン GENESYS メニューの [ヘルプヘルプヘルプヘルプ / サンプルサンプルサンプルサンプルをををを開開開開くくくく…  
(Help / Open Example...)] をクリックします。 
これで GENESYS サンプルディレクトリへのブラウザが開きます。 

2. サンプルをクリックし、次に [オープンオープンオープンオープン (Open)] ボタンをクリックしま

す（または代わりに：サンプルをダブルクリックします）。 
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第 3 章： SPECTRASYS のののの使使使使いいいい方方方方 

このセクションは SPECTRASYS を使う際の主な手順を説明する短いチュート

リアルです。最初にシステム ブロック ダイアグラムを作成し、次に解析を行

い、結果を表示します。次にシンセシス ツールを使い、各ブロックをスケマ

ティックに変換します。  

注注注注：：：：すべてのタスクを完成するには、SPECTRASYS および承認されているフ

ィルタ シンセシス モジュールが最低一つ必要です。 

システムシステムシステムシステム ブロックブロックブロックブロック ダイアグラムダイアグラムダイアグラムダイアグラムのののの作成作成作成作成 
GENESYS デザインフローは、お客様の仕様からシステム ブロック ダイアグ

ラムを作成することから始まります。[パーツセレクタ (Part Selector)] を使って、

アンプ、ミキサ、スプリッタ、カップラおよびフィルタなどの、広範囲のビヘ

イビアモデルから、お客様のデザインにパーツを選んでください。キャパシタ、

インダクタおよびトランスなどのコンポーネントを選ぶこともできます。[ワ
ークスペース ツリー (Workspace Tree)] を使って、複数のデザイン、グラフおよ

びシミュレーションを編成します。 

このセクションでは、システム ブロック ダイアグラムの作り方を学習します。 

 

システムシステムシステムシステム ブロックブロックブロックブロック ダイアグラムダイアグラムダイアグラムダイアグラムのののの作作作作りりりり方方方方：：：： 

1. [ワークスペース ツリー (Workspace Tree)] ツールバーの [ニューアイテム 
(New Item)] ボタン (  ) をクリックして、[デザイン (Designs)] メニュー

から[デザインデザインデザインデザイン/スケマティックスケマティックスケマティックスケマティック使用使用使用使用... (Designs/with a Schematic...)] を選

択します。  
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2. [ネーム (Name)] ボックスに名前を入力し、OK をクリックします。注注注注： 
デフォルトのワークスペースに既存の空白のデザインがある場合は、削

除してください（右クリックして [削除 (Delete)] を押します）。 

3. [パーツセレクタ (Part Selector)] で、Eagleware ライブラリおよび [システム 
(System)] カテゴリを選択し、システムパーツを削減します。注注注注：[パーツ

セレクタ (Part Selector)] ウィンドウが開いていない場合、[ドッキングウ

ィンドウズ / パーツセレクタ A (Docking Windows/Part Selector A)] を [表
示 (View)] メニューから選択します。 

4. [パーツセレクタ (Part Selector)] ウィンドウの [アンプアンプアンプアンプ（（（（2 次次次次およびおよびおよびおよび 3 次次次次）））） 
(Amp (2nd and 3rd Order))] をクリックし、[スケマティック (Schematic)] 
ウィンドウをクリックして配置します。 

5. [パーツセレクタ  (Part Selector)] ウィンドウの  [ババババンドパスフィルタンドパスフィルタンドパスフィルタンドパスフィルタ 
(Butterworth) (Bandpass Filter (Butterworth))] をクリックし、[スケマテ

ィック (Schematic)] ウィンドウをクリックして配置します。 

6. アンプの出力をフィルタの入力と接続します。 

7. パーツセレクタのベーシックカテゴリに切り換えます。次に .. 

8. [パーツセレクタ (Part Selector)] ウィンドウの [入力入力入力入力 (AC POW) (Input 
(AC POW))] をクリックし、[スケマティック (Schematic)] ウィンドウのア

ンプ入力に接続します。 

9. [パーツセレクタ (Part Selector)] ウィンドウの [出力出力出力出力ポートポートポートポート (Output Port)] 
をクリックし、[スケマティック (Schematic)] ウィンドウのフィルタ出力

に接続します。 

10. デザインは上記のようになります。 

11. アンプをダブルクリックし、[値 (Value)] および単位列の次のパラメータ

を特定します。[デフォルトを使用 (Use Default)] 列の対応するチェックボ

ックスをクリックし、値のデフォルトをオフにします。 

ゲイン  10 dB

雑音指数 5 dB

出力 P1dB 20 dBm

出力飽和電力 23 dBm

出力 IP3 30 dBm

出力 IP2 40 dBm

12. OK をクリックします。 
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13. フィルタをダブルクリックし、[値 (Value)] 列の次のパラメータを特定し

ます。[デフォルトを使用 (Use Default)] 列の対応するチェックボックスを

クリックし、値のデフォルトをオフにします。 

挿入損失 1 dB 

フィルタ次数 5  

ローパスバンド エッジ周波数 90 MHz

ハイパスバンド エッジ周波数 110 MHz

14. OK をクリックします。 

15. ソースをダブルクリックし、[値 (Value)] 列の次のパラメータを特定しま

す。[デフォルトを使用 (Use Default)] 列の対応するチェックボックスをク

リックし、値のデフォルトをオフにします。 

ソース周波数 100 MHz

AC 電源 20 dBm

16. OK をクリックします。  
 
次のようになります（ただし、パラメータは上記で指定したものになり

ます）：（ヒント：パーツを選択し、F4 を押して、テキストを異なる位
置に回転します））   

 
これでシステム ブロック ダイアグラムが作成されたので、システム解析を行

う準備ができました。 
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システムシステムシステムシステム解析解析解析解析をををを実行実行実行実行するにはするにはするにはするには 
GENESYS はハーモニック バランスを使って、システム、線形および非線形解

析など、さまざまなタイプの解析を行うことができます。それぞれの解析は、

異なる数値計算を使い、回路の電気的レスポンスを判断します。システム解析

を使って、すべてのシステムレベルの要件が満たされていることを確認できま

す。初期解析の後、解析機能はお客様がデザインを変更なさるたびに、自動的

に解析されます。 

注注注注：：：：システム解析を行うには、SPECTRASYS が承認されていなければなりま

せん。 

次の手順では、お客様のシステム ブロック ダイアグラムを使ってシステム解

析を行う方法を示します。 

システムシステムシステムシステム解析解析解析解析をををを実行実行実行実行するにはするにはするにはするには：：：： 

1. [ワークスペース ツリー (Workspace Tree)] ツールバー上の [ニューアイテム 
(New Item)] ボタン (  ) をクリックし、[解析 (Analyses)] メニューから 
[システムシステムシステムシステム解析解析解析解析のののの追加追加追加追加 (Add System Analysis)] を選択します。  

 
2. [初期設定 (Factory Defaults)] をクリックし、このスクリーンを元のデフォ

ルト値に戻します。[パス (Path)] ページを開き [すべてのすべてのすべてのすべてのソースソースソースソースからのからのからのからのパパパパ

ススススをすべてをすべてをすべてをすべて追加追加追加追加するするするする (Add All Paths from All Sources)] をクリックします。

これでネット 1 からネット 3 へのパスが 1 つ作成されました。 

3. OK をクリックして、残りのデフォルトを受け入れます。 

4. ツールバー上の [赤い (Red)] 計算機をクリックし、シミュレーションを実

行します。 アンプをオーバードライブしたと言う警告が表示されます。 
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5. システム ブロック ダイアグラムの出力ポートを右クリックし、 
System1_Data_Path1: New Level Diagram of CGAIN を選択して、スペクトラ

ム データをグラフにします。 
 

 
6. グラフは入力から出力パスの [チャンネル ゲイン (Channel Gain)] を示します。

次のようになります： 

 
 
アンプの段からゲインがほとんどなく、フィルタから期待値の 1 dB の損

失が表示されます。 

7. ポート 2 を再度右クリックし、[ノード 3 (Node 3)] の [パワープロット 
(Power Plot)] にグラフを追加します。スペクトラム グラフが表示され、こ

のシステムの非線形特性から生成されたシステム ノイズ フロアおよび高

調波が表示されます。 

8. 次に入力電源をダブルクリックし、パワーレベルを 0dBm に変更し、OK 
を押します。 

9. 赤い計算機ボタンをクリックします。 

10. 飽和警告はなくなり（アンプは飽和状態ではない）、グラフは次のように

なり、 
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アンプの期待値 10dB のゲインが表示されます。また、P3 グラフを見ると、出

力電力は同じぐらいですが、歪みはかなり低くなっています。 

これでサブサーキットを合成する準備ができました。 

サブサーキットサブサーキットサブサーキットサブサーキットのののの合成合成合成合成 
[パッシブフィルタ (Passive Filter)] などの [シンセシス (Synthesis)] モジュールを

使うと、すばやく回路をデザインすることができます。GENESYS はインプリ

メンテーションを選択してから、合成サブサーキットのそれぞれのコンポーネ

ントに対して、適切なコンポーネント値を自動的に選択します。デザイン用に

元々指定してあった、ビヘイビアモデルの代わりに、合成インプリメンテーシ

ョンが使われます。 

注注注注：：：：サブサーキットを合成するには、1 つ以上のフィルタ シンセシス モジュ

ールが承認されている必要があります。 

GENESYS にはさまざまなシンセシス ツールがあります。ツールのいくつかを

使って、フィルタが含まれているサブサーキットを合成することができます。

その場合、次のフィルタ シンセシス ウィンドウが表示されます。 

• [フィルタフィルタフィルタフィルタ プロパティプロパティプロパティプロパティ ウィンドウウィンドウウィンドウウィンドウ (Filter Properties Window)] – お客様の

デザイン用のフィルタ プロパティを表示し、[スケマティック (Schematic)] 
および [グラフ (Graph)] フィルタ ウィンドウのコントロールパネルの役割

を果します。 
注注注注：：：：このウィンドウで変更を加えると、直ちに他のフィルタ ウィンドウの

出力として表示されます。 

• [スケマティックウィンドウスケマティックウィンドウスケマティックウィンドウスケマティックウィンドウ (Schematic Window)] – 合成されたフィルタの

スケマティックを表示します。 
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• [グラフウィンドウグラフウィンドウグラフウィンドウグラフウィンドウ (Graph Window)] – グラフ中の合成されたフィルタの

レスポンスを表示します。 

 
次の手順では、お客様のシステム ブロック ダイアグラムのサブサーキッ

トを合成する方法を示します。シンセシス機能がない場合は、これらの手

順は飛ばしてください。 

サブサーキットサブサーキットサブサーキットサブサーキットのののの合成合成合成合成：：：： 

• システム ブロック ダイアグラムのバンドパス フィルタを右クリックし、

[サブサーキットの合成 (Synthesize Subcircuit)] メニューから [パッシブフィパッシブフィパッシブフィパッシブフィ

ルタルタルタルタ (Passive Filter)] を選択します。システムスケマティックのビヘイビ

アモデルからのフィルタパラメータが自動的に [パッシブフィルタ (Passive 
Filter)] ウィンドウに転送されます。 

これでフィルタが合成されました。 次の手順が自動的に行われました。 

1. 新しいフィルタ シンセシスが作成。 

2. 元のバンドパス フィルタの設定がフィルタ シンセシスにコピー。 

3. [バンドパス (Bandpass)] フィルタは、新しいフィルタをシミュレーショ

ン オーバーライドとして使うように設定された。 

これで後続のシミュレーションでは、本当のフィルタの効果が反映されます。 
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